合同2019-2-02(2)

2019年度第2回国際／業界横断EDIタスクフォース 議事録(案)




　
 国連CEFACT日本委員会 一般社団法人サプライチェーン情報基盤研究会

１．開催日時　：　2019年9月10日（火）14:00～17:00
２．開催場所　：　機械振興会館　6階　6-62会議室
３．出 席 者　： （順不同・敬称略）　
　特別会員　　　兼子　邦彦　　　SCCCリアルタイム経営推進協議会
  特別会員　　　藤野　裕司　　　EDIエバンジェリスト
　　　幹事会員　　　遠城　秀和　　　NTTデータシステム技術株式会社 

　　　幹事会員　　　伊原　栄一　　　株式会社グローバルワイズ      
　　　幹事会員　　　天野　秀樹　　　株式会社グローバルワイズ

　　　幹事会員　　　関野　彬史　　　株式会社JSOL
幹事会員　　　香坂　真人　　　株式会社JSOL

　　　幹事会員　　  井坂　弘介      日本情報通信株式会社

　　　正会員　　　　猪股　洋二　　　パティオシステムズ株式会社
　　　正会員　　　　永壽　拓宏　　　株式会社オージス総研
　　　正会員　　　　内村　洋平　　　富士通エフ・アイ・ピー株式会社

　　　正会員　　　　惣代　和明　　　NECソリューションイノベータ株式会社

　　　正会員　　　　森　　安代　　　NECソリューションイノベータ株式会社
　　　賛助会員　　　川内　晟宏　　　特定非営利活動法人ITコーディネータ協会

　　　賛助会員　　　竹内　翔太　　　一般社団法人全国銀行協会

　　　
事 務 局
     菅又　久直     一般社団法人ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ情報基盤研究会  

出席者16名
４．議事概要　
2019年度第2回国際/業界横断EDIタスクフォースは、以下の審議を実施した。
（資料：業界横断2019-2-01第2回国際/業界横断EDIタスクフォース議事次第）
４－１．前回議事録確認 
　7月9日に開催された、第1回国際／業界横断EDI&金流商流情報連携合同タスクフォースの議事録につき、異議なく了承された。
　当該議事録で紹介された「主要業界団体EDIとの連携」および「農業機械部品EDI」については、本日のタスクフォースにて更に審議する。
４－２．2019年B版共通辞書サブミッション
　中小企業共通EDI標準V2対応（7件）、およびコンテキスト・カテゴリのエラー修正（11件）のサブミッションにつき紹介された。これらは、本日（9月10日）のライブラリ・メインテナンス電話会議で審議される予定。
（資料：業界横断2019-2-03　国連CEFACT2019B版サブミッション）
４－３．中小企業共通EDI V2レジストリ登録審査
　ITコーディネータ協会より申請のあった「中小企業共通EDI V2」の国連CEFACT日本委員会レジストリへの登録申請につき、その技術審査結果の説明があった。

　技術審査グループにより、申請BIE表に関わる2件の問題点が指摘され、現在、ITコーディネータ協会にて対応を検討中。

　なお、資料に記載のメッセージ・タイプを指定するBIEは「CIQ_ Exchanged_ Document. Purpose. Code」はなく、「CIQ_ Exchanged_ Document. Type. Code」が正しい。
（資料：業界横断2019-2-04　中小企業共通EDI V2バリデーション）
４－４．農業機械部品EDIメッセージ開発
　農業機械部品メーカー（クボタ、三菱、ヤンマー、井関、全農）の依頼により、SIPSでは受託事業として農業機械部品EDI受発注メッセージ設計の支援を行っている。対象メッセージは、「注文」「納期回答」「出荷報告」「支払データ」「在庫情報」であり、22項目の国連CEFACT共通辞書への追加要求が見込まれる。
（資料：業界横断2019-2-05(1)　農業機械部品取引関係図）
（資料：業界横断2019-2-05(2)　農業機械部品メッセージクラス図）
（資料：業界横断2019-2-05(3)　農業機械部品メッセージBIE追加要求項目）
【質疑】

· ビジネスプロセス定義およびメッセージ導入ガイドも、メッセージに合わせて整備すべき。
(メッセージを誤解なく利用するために必要。農業機械部品メーカー側にビジネスプロセス定義およびメッセージ導入ガイドの整備を提案する。
· 在庫情報の日時が、在庫情報発行日（Issue. Date）だけであるが、在庫調査時点（棚卸日など）を別に設定すべき。また、在庫拠点ごとに日時が異なることも考えられる。
(仕様につき、農業機械部品メーカー側に問い合わせる。
· BIE追加要求項目につき、中小企業共通EDIでの扱い方と齟齬がないか確かめる必要がある。
(ITコーディネータ協会（川内氏）に依頼する。
４－５．SIP「スマート物流サービス」について
兼子リーダーより、内閣府で進めるSIP（戦略的イノベーション創造プログラム）の一つであるスマート物流サービスの取組みについて紹介が行われた。スマート物流サービスはSIP第2期（2019年度から5か年計画：2018年度補正予算325億円）の課題の一つとして取り上げられており、研究開発計画の策定が進められている。
本年7月にスマート物流サービスの研究開発計画（下記）についての意見公募が行われた。
· 研究開発項目（A）物流・商流データ基盤に関する技術
· 研究開発項目（B）省力化・自動化に資する自動データ収集技術
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　当意見公募に対し、兼子氏、川内氏およびSIPSから意見を投稿した。SIPSからの意見は次の通り。
1 研究開発項目(A)(B)はデータ基盤とデータ収集に焦点をあてていますが、データの利用の観点が抜けています。
2 物流はデータ利用ニーズ（商流）に応えながら、物流システムの効率を進める必要があります。
3 CPS（サイバー・フィジカル・システム）は、データ収集・データ利用をリアルタイムに結合し、事象の把握、分析とフィードバックができる仕組みを目指すもので、それを支えるのがデータ基盤です。
4 データ利用ニーズ（商流）は、現時点で全産業を統一できるようなモデル構築は困難です。一般消費財、生鮮食品、製造、貿易等の分野別にビジネスモデルを一般化し、それらの物流ニーズを基にスマート物流サービスを考察すべきものと考えます。それらの商流ニーズ、物流ニーズに応えるデータ基盤のフレームワークを策定する必要があります。
【質疑】

· 商流データについて述べているが、もっと物流の課題（トラック輸送の課題：デジタコのデータ形式統一化など）を取り上げるべきであろう。
４－６．大手業界標準EDIとの連携方策
　事務局より、大手業界標準EDIとの連携方策検討の進め方につき審議してほしいとの要請があった。
（資料：業界横断2019-2-06　大手業界標準EDI連携方策の検討）
【質疑】

· 業界標準EDI連携について、その目的や注記の表現（下記）が、業界標準EDIの国連CEFACT標準へ連携を求めているように読め、業界の賛同を得ることが難しくなる。
· 目的：当該業界団体の了解の基に、業界標準EDIをベースに、国連CEFACT共通辞書対応の仮メッセージを想定して、情報項目のマッピングを試みる。

· 注記：現行の業界標準EDIの移行を推進するものではなく、国連CEFACT標準準拠のユーザーや製品／サービスが業界標準EDIとデータ連携するための方策を検討することを目的とする。
· 国連CEFACT標準と言う表現は避けるべき。（例えば、国連CEFACT共通辞書に統一する）
· マッピングと言うことばも抵抗を感じる。

· 候補の業界標準化団体に、石油化学業界が抜けている。

· 業界標準EDIを扱っているSIPS会員ベンダーの例。

· 流通BMS：JSOL、NI+C、FIP、NECソリューション
· ECALGA：NECソリューション
· 石化協：オージス総研
· 当EDI連携方式検討のプロジェクトに名前を付けたい。例えば「相互データ連携のためのEDIデータ分析プロジェクト」。
· プロジェクトの名称、目的、方法、成果を分かりやすく整理（記述）するための分科会を開催する（10月8日）。
４－７．次回の日程について
　次回のタスクフォースの日程と場所は以下の通りです。
（１）国際／業界横断EDIタスクフォース分科会
日時：2019年10月8日（火）14時―17時

場所：日本貿易関係手続簡易化協会会議室
（２）合同タスクフォース（国際／業界横断EDI&金流商流情報連携）
日時 ：2019年11月12日（火）14時―17時

場所 ：機械振興会館　B3階1会議室

以 上
　
配布資料：
業界横断2019-2-01　第1回合同タスクフォース議事次第
業界横断2019-2-02  第1回国際／業界横断EDI&金流商流情報連携TF

合同会議議事録
業界横断2019-2-03　国連CEFACT 2019B版サブミッション

業界横断2019-2-04  中小企業共通EDI V2バリデーション

業界横断2019-2-05(1)  農業機械部品取引関係図
業界横断2019-2-05(2)　農業機械部品メッセージクラス図
業界横断2019-2-05(3)  農業機械部品メッセージBIE追加要求項目
業界横断2019-2-06　大手業界標準EDI連携方策
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